１単元分が一目で見える児童の自己評価カード例
　　　　　　３年生「重さ調べ」
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　このような自己評価カードをつけさせていくと、授業プランに沿った評価の重点化を図った内容に対して焦点化して評価させることができ、教師の評価と一体化してみることができる。
　また、子どもたち自身にも、自分のがんばっているところや課題を一目で捉えさせることができる。






